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　 【目的 】最 近 ，膝前 十 字靭帯 （ACL ）再建 後の ス ポ ー
ツ 復

帰に お い て ，膝 の 筋力だ けで なく総合的な膝 の 機 能評 価 の 必 要

性 が述べ られ て きて い る．そ こ で ，本研究で は 術後1年に お け

る 筋力，筋体積 と膝の 機能評 価の 関係 につ い て明 らか に し，ス

ポ ー
ツ 復 帰の ため の 機能 評 価 を検 討す るこ とを 目的と した．

　 【方法萋半腱様筋腱
・
薄筋腱 を用い た前十字靭帯（ACLI 再 建

術 を施行 した 19名 （男性11名，女性8名）を対象 と した．術 後

1年で MRI 撮像 を行い ，大腿周囲筋筋体積の 定量計測 を行 っ た．
同時に Cybex 皿 を用い て 角速度60deg／see で 筋力測定 を行 っ た．
ま た，術後 1年で の 機能評価 と して ，一般的 なス ポー

ツ活動 に

要求 され る動 きで ある   片脚8の 字走 ：5m間隔の 目標を片脚 に

て Sの 字を描 くよ うに 2周 し，それ に要 した時 間 を測定 した．
  片脚段 差昇降 120  の 高 さの段差 を片脚 に て跳び 上 が り，
身体は 岡 方向の まま後 方 へ 飛 び 下 りる 動作 を 10回繰 り返 し行

い ，要 し た時 間 を測定 した．  片脚 反復横跳 び ：30cm の 間隔

で 引か れ た2本の 線 を片脚 にて 跳び越 し10往復するの に 要 した

時 間 を測 定 した．  片 脚幅跳 び ：片脚に て 踏切 り，同側 の 脚で

着地 しそ の 飛距離を測定 した，筋体積，筋力 と機能評価の 各項

目間で の 相関 を健側，患側ご とに 検討 した．

　 【結果及び 考察】術 後1年以上 の 膝伸展 筋力 と大腿 四頭筋 の

筋体積 と の 相関係数 は健側 で O．5，患側で は O．6で あ っ た．膝 屈

筋力 と膝屈 筋群の筋 体積 との 相 関係数は健側，患側 と もに 08

で あ っ た ．こ れ らに よ り，筋体積 と筋力の 間に 中程度の 相関が

見 られ た．大腿 四頭筋の 筋体 積 と膝の機 能評価 テス トの
一

つ で

ある片脚 幅跳 び との 相関係数は健側で 0．5，愚側で O．6で あ っ た，
大 腿 四頭筋の 筋体積 と他の 3 つ の 機能評価テ ス トとの 間に は い

ずれ も相関が 見 られ なか っ た．屈筋群体積 と機能評価テス トと

の 相関に お い て は，片脚幅跳びで 相関が 見 られ た が，他の 3 つ

に お い て は相関が見 られなか っ た．膝伸筋力 と片脚幅跳 び との

相関係数 は健側 で 0．6
， 患側 で 0．7で あ っ た ．膝 屈筋力 と 片脚8

の 字走 との 相関係数 は健側で 0．5，患側 で 0．6で あ っ た．こ の 結

果，筋体積 ・筋力 は片脚幅跳 びと比較的相関 がみ られ たが，他

の 機能評価の 項目 と は 相 関が み られ なか っ た，こ の こ とか らス

ポ
ー

ツ 活 動 に要 求 さ れる 動 きは筋 力 ・筋 体 積 の み が 関係す る も

の で は な く，他の 要因も大 き く関与 して い る もの と考えられ る ．
よって ，ACL 再建後 の ス ポーツ 復帰の 際 は，膝 の 筋力や 筋体積

だ け で な く，よ り総 合 的 な 下 肢の 機能評価 を行 うこ との 必要 と

思 わ れ た，
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　　　3　東京 大 学総 合 文化研 究科　4　 い わ き短期 大学

　　　【目的 】最近，膝 関節の 損傷 は股 関節機能に影響を及ぼす とい う

　 報告が なされ 股関 節 トレ ー
ニ ン グの 必要 性力彫了ミ唆されて い る。

　　　しか しなが ら，膝関節 リハ ビ リテ
ー

シ ： ンの初期段階 におい て，
　 股関節に着 目した トレ

ー
ニ ン グ を患者に施行し，その 効果を経時的

　 に定量評価 した とい う報告はない 。

　　 本研究で は，股関節の 複雑な運動がで きるマ ッ ト・トレ
ー

ニ ング

　 を実施 させ たACL再建術後憲春の ド肢機能 を，股関節筋力 ・膝関節筋

　 力 ・』．ド肢運動機能 を指標 として縦 陶酌 に 定量評価す る こ とに よ り，
　股関節 トレ

ー
ニ ン グの 有蠏 生につ い て検討を行 っ た。

　　　【方法】被験者は，半麓様筋腱 ・薄筋腱の 4重折 りに よる前十字

　靭 帯再建術 （以後A（工再建衛とす る）を1995 年7月に行っ た者6 名

　　似 後Acr再建群とする）で あ っ た。すべ て の 手術は 岡
一

医師力哘 っ

　 た。被験者の 股関節 トレ
…

ニ ングメニ ュ
ー

に は，マ ッ トを用 い た臥

　位で の （）ymKii，aicCtairiの 運動を 15 種用意し，術後 3ヶ月まで施行

　 した。股関節筋力と膝関節筋力 の 灘定は，BIODEX （ア メ リカ

　BIODEX 社 製） を用 い ，そ れぞれ術後 1ウ
ー月 ・2 ヶ 月 ・30一月 ・5 ヶ

　月E，術後 3 ヶ 月 ・5 ヶ 月日に測定 した。運動機能の 評価には
， 膝

　関節初期リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン に 置い て有効と思われ る運動機能評価

　法 似 下 8の字テ ス トとする）を独自に．考案 し，術後 1ヶ 月 ・2 ヶ

　月・3ヶ月 ・5ヶ 月 日に測定 した 。 各測定の経時的変化の有意差検

　定には
， pairdtを用い ，　p〈O．05をもっ て窟意とした。

　　　【結 果 及 び 考察】股関節屈曲の Peak　Torqueitiは，健側が 術

　後 2 ヶ 月 まで に，患側 が 術 後 3 ヶ 月 まで に顕 著な増加 を示 し

　 た 。

　　股閧 節伸展 の PeakT 。rque 値は，健側 が術 後 3 ウ
．
月 まで に，

　患側が 術後 2 ヶ 月 まで に顕 著 な増加を示 し，その 後 も術 後 3fr

　月まで 有意な増加 を示 した。

　　股関節外転 の PeakTOrqロe値 は，健側が 術後 3 ヶ 月 まで に，
　患側 が 箭後 2 ヶ 月か ら術 後 3 ヶ月の 間に顕著な 増加 を示 した。

　　股 関節 内転 の PeakTorque値は，健側 が術後 3 ヶ 月まで に，
　患側 が 術 後 4 ヶ 月 まで に 有意 な増加 を示 した 。

　　患側 膝 関節伸 展筋力の PeakT 。rque 値 は，術 後 3 ヶ 月か ら術

　後 2 ヶ 月 の 間に 有意な 増加 を示 した。健患 側 差 は，術後 5 ヶ

　月 で3，696に まで 減少 した。

　　 8の 字 テ ス トの 記録は 健側患側 と も，術 後 3 ヶ 月 ま で に 顕

　著 な向．ヒを示 した。

　　cpmkirnicdhain で あ っ て も十分に股関節筋力を高めるこ とが 可能で

　ある とい うこ とが 明 らかに な っ たこ とは，これ まで消極的に実施 さ

　れ て きたoymkimhcdnin の 運動が リハ ビリ テ
ー

シ ．E ン初期段 階にお

　い て 十分に意味の ある こ とを裏付けて い る 。 また，8の 字テス トの

　紬果は，リハ ビリ テ
ー

シ ョ ン の 進度を反映 して お り，．今後の 検討次

　第で，十分に初期リハ ビリテ
ーシ ョ ン にお ける 運動機能評価 にな り

　得 る円能 性を秘 めて い る と思わ れる。

　　Key 　Word 股関節 トレ
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